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1.はじめに 3.1.2 対象-モーダルな判断のむすび
2.先行研究 つき
2.1 松本(1979) 3,1.3 主体-感情の主体のむすびつき
2.2 小高(1995) 3.1.4 主体 -感覚の主体のむすびつき
3.ニ格名詞と後置詞 ｢とって｣のむすびつき 3.2｢とって｣しかないむすびつき
のタイプ 3.2.1 状況-必要な目的のむすびつき








(b) 車内には 乗客は すくない｡
- ?車内にとって 乗客は すくない｡
例(a)は ｢には｣と ｢にとって｣の交替が可能であり､例(b)は交替が不可能な例である｡これらは交




ニ格名詞と後置詞｢とって｣-形容詞とのくみあわせを中心に一 葉 在 肺
の関連性をさぐる必要があると考える｡
本箱では､松本(1979)と筆者と解釈が近い小高 (1995)(2 2)を参照にして､その論に築 く2010a､
2010b)の考察結果をくわえてどのような場合に､交替可能であり不可能であるかを明らかにするこ
とを目的にする｡考察方法は､松本 (1979)の ｢に格と形容詞とのむすびつき｣にある全902例を対












































































<表1>の分類で波下線部分のこ格名詞には<人 ･もの ･ものごと>がくるが ｢とって｣との共通
点や相違点を見るためには ｢人｣に限定する必要がある｡これは､松本氏が人名詞をかざりに示した










































<対象-立場> 歩行者にとって この交差点は 塵腹だ｡
立場 Pの主体 特性
<主体> 私にとって 彼との出会いは 幸せだった｡
主体 (Pの持ち主) pの対象 感情









































































































































































































































































































格の場合は ｢主語に対する屈性｣であれば ｢とって｣の場合は ｢X｣と｢S｣の関係を ｢P｣で表して､




以上3節では ｢には｣と ｢とって｣の共通するむすびつき (3 1)と ｢とって｣しかないむす
びつき(3 2)をみてきた｡ここで ｢には｣と ｢とって｣の共通点をまとめると､以下のように整
理できる｡
かざり｢Ⅹ｣には人名詞･人名詞に準ずる名詞と動作名詞･抽象名詞がくる｡そして､かざられ ｢P｣
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